
九州体育・保健体育ネットワーク研究会  

宮崎チキン南蛮ラウンド 

 

【期 日】 

〇 令和５年９月９日（土）１３：３０～１６：３０ 

【場 所】 

〇 宮崎県教育研修センター 研修ホール  １６名 

〇 Ｚｏｏｍでのオンライン         ５名 

【内 容】 

〇 実践発表 

「思考力、判断力、表現力等の育成に向けての取組」  

日南市立南郷中学校 中屋敷 卓 教諭 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ワークショップ  

  「ＩＣＴ活用場面を考えよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 まとめ   

桐蔭横浜大学  佐藤 豊  教授  

          

 

 

 

 

 

                       文責 宮崎県スポーツ振興課  財津 

思考力、判断力、表現力等の育成に向けて、

今年度県学体研において発表予定の取組を中心

に発表していただきました。学習内容相関図や

思考ツールの活用、教材・教具の紹介など、具

体的に説明していただきました。 

『体育授業＝技能』ではない、「重視したい

のは、思考力、判断力、表現力等の指導と評価

である」という言葉が印象的でした。 

最後に、参加者の皆さんより感想等を述べていただき、佐藤先生にまとめをしていただ

きました。高等学校において、生徒に車椅子でバスケットボールを体験させる実践事例が

動画で紹介され、共生の視点での学びにつなげるよい取組であると感じました。 

ハイブリッド形式での開催でしたが、運営側のトラブル等にも柔軟に対応していただき

大変充実した会となりました。ありがとうございました。 

「ＩＣＴ活用場面を考えよう」をテ

ーマに、ボール運動の具体的な活用場

面について協議を行いました。 

動画を撮ったり記録を残したりする

際に、意図や目的意識をもって取り組

むことが大切であると感じました。 

 

県内外の様々な校種の先生方より、様々な立

場や視点から多くの意見等が出され、とても有

意義な時間となりました。 


